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マメといえば、ダイズ（枝豆）やアズキ、インゲンマメなどいろいろな種類が思
い浮かぶと思います。

収穫の時期は過ぎていましたが、広場で野生のマメを見つけました！低木
につるをからませていたもので、毛が生えた小さなサヤがたくさんついていま
した。サヤを開けてみると、とても小さいマメが入っていました。これはツルマ
メで、ダイズの野生種と言われています。

縄文時代におけるマメの利用が今話題になっています。私たちの身近なとこ
ろにも縄文人の好んだ植物がたくさん潜んでいるようです。

上高津貝塚ふるさと歴史の広場解説シート

「野生のマメ－ツルマメ」

平成２８年２月７日撮影 広場 ツルマメ
毛の付いたサヤがぶらさがっています。

平成２８年２月７日撮影 ツルマメ
大きさは約5mm程度です。

お知らせお知らせお知らせお知らせ ：：：： 「「「「縄文縄文縄文縄文ZINE」」」」ををををご存知ですか？ご存知ですか？ご存知ですか？ご存知ですか？
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縄文ZINEとは、縄文時代をテーマにした今までにないフリー
ペーパーです。縄文時代に興味のある方も、興味ない！知ら
ない！という方も楽しめる、新しい切り口の雑誌です。
ぜひ手に取って見てください。
※数に限りがありますので、配布終了した場合はご了承ください。


